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死亡の３歳 保育所長期欠席

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

文科相と五輪相分離検討 ２
広島 避難勧告を一部解除 ３
暴力団疑いも車保険は容認 ３
ＥＵ ロシア追加制裁準備 ４
ラップ調で上毛かるた

玉村町で３歳の三男が母親

に突き飛ばされて頭を打ち死

亡した事件で 三男が６月下旬か

ら保育所を欠席していたことが分

かった 県警は母親が虐待を隠す

ため 保育所に通わせなかった可

能性もあるとみて調べている

☆
校
庭
を
見
る
と
も
な
し
に
眺
め
て
い

る
と
、
楽
し
げ
な
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
み
ん
な
が
楽
し
そ
う
だ
と
、
自
分

も
楽
し
い
気
分
に
な
り
ま
す
。

佐

校
庭
を

な
が
め
て
い
る
と

楽
し
い
声

（
前
橋
桂
萱
小
６
年

関

り
こ
）

第２次大戦始まる
1939昭和 年

民放第一声は名古屋から
1951昭和 年

９月１日
ドイツ軍が空や陸からポーランド

を急襲、第２次世界大戦が勃発した。

開戦初期は欧州の戦争が中心だった

が２年後、日本軍の真珠湾攻撃で文

字通り世界規模に。日独伊の枢軸国

と米英仏ソの連合国の争いとなり、

枢軸国側が敗北。

「こちらは名古屋のＣＢＣ、中部

日本放送でございます。ただいま放

送を開始しました」。午前６時半、

日本で初めて民間放送（ラジオ）が

スタート。午後には、大阪の新日本

放送（現毎日放送）も開局し、ＮＨ

Ｋの独占体制が崩れた。

民
間
の
調
査
「
地

域
し
あ
わ
せ
風
土
記

調
査
」
で
、
本
県
が

都
道
府
県
の
な
か

で
最
下
位
と
い
う
残

念
な
結
果
に
な
っ
た

８
月

日
付
本
紙

▼
「
幸
福

度
」
と
い
う
、
生
き
て
い
く
う

え
で
基
本
に
な
る
大
事
な
要
素

だ
け
に
、多
く
の
県
民
が
驚
き
、

か
つ
納
得
で
き
な
い
思
い
で
い

る
の
で
は
な
い
か
。
本
紙

ひ

ろ
ば

欄
に
も

大
変
シ
ョ
ッ
ク

で
あ
っ
た

も
っ
と
誇
り
を
も

っ
て
よ
い
と
思
う

な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
▼
今
年
２

〜
３
月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
指
標
を
数
値
化
し
、
ま
と
め

た
と
い
う
が
、
す
で
に
発
表
さ

れ
て
い
る
別
の
同
様
ラ
ン
キ
ン

グ
で
は
、
本
県
は

位
だ
っ

た

全

都
道
府
県
幸
福
度

ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
４
年
版

日
本
総
合
研
究
所
編

東
洋
経

済
新
報
社

▼

幸
福

は
主
観

的
な
も
の
だ

こ
の
調
査
で
は

前
記
調
査
で
１
位
の
県
が
最
下

位
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
わ
か

る
よ
う
に

指
標
や
分
析
な
ど

に
よ
っ
て
結
果
は
異
な
る
の

で

順
位
そ
の
も
の
に
落
胆
し

た
り
す
る
必
要
は
な
さ
そ
う
だ

▼
そ
れ
よ
り
も

現
状
に
対
し

て
本
当
の
豊
か
さ
を
感
じ
て
い

る
の
か
ど
う
か

自
分
に
問
う

き
っ
か
け
に
す
れ
ば
い
い
の
で

は
な
い
か

た
ま
た
ま
読
ん
で

い
た

上
野
村
に
半
定
住
す
る

哲
学
者

内
山
節
さ
ん
の

新
・

幸
福
論

（
新
潮
社
）
に

こ
ん

な
言
葉
が
あ
っ
た
▼

国
家
や

社
会

経
済
の
目
標
も

略

実

現
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
私
た

ち
が
幸
せ
に
な
れ
る
わ
け
で
は

な
い

既
成
の
指
標
と
は
異
な

る

自
分
の
物
差
し
を
持
て
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
と
思
う
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玉
村
伊
勢
崎
バ
イ
パ
ス
の
一
般
利
用
が
始
ま
り

全
線
開
通
し
た
東
毛
広
域
幹
線
道
路

上
空
か
ら
は
真
新
し
い
道
路
を
走
行
す
る
多
く
の
車
が
見
え
る

日
午
後
２
時
ご

ろ

伊
勢
崎
市
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

付
近
の
同
バ
イ
パ
ス

仲
間
は
み
ん
な

苦
し
く
て
や
め
て
い
っ
た

と
話
す

浅
草
湯

高
崎

の
斎
藤
達
蔵
さ
ん

年ぶり きょう値上げ
県内の銭湯（公衆浴場）の入浴料＝ ＝が１日、

原則値上げされる。上限額は 歳以上の「大人」の場合、

現状から 円引き上げて400円になる。値上げは 年ぶ

りだ。業界は家庭への風呂の普及や増加する公営・民営

の日帰り入浴施設に押され、さらに燃料費高騰や消費税

増税にも苦しむ。町の社交場として多い時は200以上あ

った銭湯は まで減り、存続の岐路に立たされている。

日帰り入浴増加
燃料高騰で打撃

銭
湯
入
浴
料
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銭
湯
（
公
衆
浴

場
）
の
入
浴
料

物
価
統
制
令
に
基
づ
き
、
都
道

府
県
知
事
が
上
限
を
定
め
る
。

「
大
人
」
の
場
合
、
県
内
は
１

９
５
９
年
の

円
を
皮
切
り

に
、

年
に
１
０
０
円
、

年

に
２
０
０
円
、

年
に
３
０
０

円
な
ど
と
物
価
上
昇
に
伴
い
段

階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

年

月
か
ら
現
行
の
３
６
０
円
に

な
っ
た
。
改
定
は
今
回
で

回

目
。
こ
と
し
に
入
り
栃
木
や
東

京
な
ど

都
府
県
で
も
値
上
げ

し
た
。
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昭
和
初
期
の
建
物
に
、
白
抜

き
で
「
ゆ
」
と
書
か
れ
た
の
れ

ん
が
揺
れ
る
。
１
９
２
１
（
大

年
遅
い

正

）
年
に
創
業
し
た
高
崎
市

成
田
町
の
「
浅
草
湯
」
。
最
盛

期
に
は
１
日
２
０
０
人
の
客
が

湯
船
に
つ
か
っ
た
が
、
今
は

人
前
後
ま
で
減
っ
た
。

湯
は
重
油
の
ボ
イ
ラ
ー
で
沸

か
す
が
、
燃
料
費
は
膨
ら
み
続

け
る
。
３
代
目
の
斎
藤
達
蔵
さ

ん

は
「
経
費
を
切
り
詰
め

て
、
よ
う
や
く
食
い
つ
な
い
で

い
る
。
い
つ
や
め
よ
う
か
と
思

っ
て
い
た
」
と
こ
ぼ
す
。
経
営

難
で
店
じ
ま
い
し
た
仲
間
も
見

て
き
た
。
都
内
は
す
で
に
４
６

０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
県
内
の

年
ぶ
り
値
上
げ

に
「

年
遅
い
」
と
憤
る
。

値
上
げ
は
苦
肉
の
策
だ
が
、

一
方
で
客
離
れ
の
要
因
に
も
な

り
か
ね
ず
、
息
子
で
４
代
目
の

全あ
き
よ
し賢
さ
ん

は
「
店
を
続
け

る
な
ら
、
客
を
呼
び
込
む
根
本

的
な
対
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
話
す
。
た
だ
、
妙

案
は
見
当
た
ら
な
い
。

家
庭
へ
の
風
呂
の
普
及
に
伴

い
、
銭
湯
は
比
較
可
能
な
１
９

７
５
年
度
の
１
７
１
施
設
か
ら

減
り
続
け
て
い
る
。
こ
の
５
年

桐
生
市
が
無
料
券

間
で
も

施
設
が
廃
業
。
県
に

よ
る
と
、
前
橋
や
高
崎
な
ど
９

市
の

施
設
の
み
だ
。

収
益
の
大
半
を
支
え
る
利
用

者
が
減
り
、
県
の
調
査
で
は
１

施
設
年
約

万
円
の
赤
字
を
計

上
。
関
係
者
に
よ
る
と
、
近
年

は
他
の
民
間
入
浴
施
設
だ
け
で

な
く
、
公
的
機
関
が
運
営
す
る

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
増
え
た

点
も
、
銭
湯
の
経
営
を
圧
迫
す

る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

桐
生
市
は
１
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
に
銭
湯
で
利
用
可
能
な
無

料
入
浴
券
を
年
間

枚
配
布
し

て
い
る
。
業
界
に
は
「
無
料
入

浴
券
を
広
く
導
入
し
て
ほ
し

い
」
と
利
用
者
増
へ
の
支
援
策

と
し
て
期
待
す
る
声
も
あ
る

が
、
取
り
組
み
は
一
部
自
治
体

に
限
ら
れ
る
の
が
実
情
だ
。

消
費
税
増
税
を
控
え
た
３

月
、
業
界
団
体
の
県
公
衆
浴
場

業
生
活
衛
生
同
業
組
合
は
、
大

沢
正
明
知
事
に
入
浴
料
の
引
き

上
げ
を
申
請
し
た
。
こ
れ
を
受

け
県
生
活
衛
生
適
正
化
審
議
会

は
７
月

日
、

年
ぶ
り
の
会

合
を
開
き
、
引
き
上
げ
が
妥
当

か
話
し
合
っ
た
。

会
合
で
は
「
努
力
に
努
力
を

重
ね
た
が
限
界
」
と
し
た
同
組

合
に
対
し
、
出
席
し
た
有
識
者

や
消
費
者
か
ら
「
お
客
は
高
齢

化
し
て
い
る
」
「
自
助
努
力
だ

け
で
は
立
ち
ゆ
か
な
い
」
な
ど

値
上
げ
に
肯
定
的
な
意
見
が
多

く
、
引
き
上
げ
を
答
申
し
た
。

た
だ
、
実
際
に
値
上
げ
す
る

か
は
各
銭
湯
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
。同
組
合
に
よ
る
と
、

桐
生
市
内
の
銭
湯
５
軒
は
７
月

に
今
の
料
金
（
３
６
０
円
）
に

改
定
し
た
ば
か
り
で
、
１
日
は

値
上
げ
し
な
い
。

同
組
合
は
「
値
上
げ
は
少
し

で
も
長
く
本
県
に
銭
湯
を
残
す

た
め
の
も
の
。
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

（
報
道
部

五
十
嵐
啓
介
、

高
崎
支
社

春
山
未
央
）
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猪
熊
元

市
議
が
県
議
選
出
馬

渋
川
市
区

人
口
減
対
策
へ
連
携

猪熊篤史氏

来
春
の
県
議
選
で
、
元
渋
川

市
議
の
猪
熊
篤
史
氏

‖
同

市
北
橘
町
真
壁
‖
が

日
、
支

持
者
を
集
め
た
会
合
で
同
市
区

（
定
数
２
）
か
ら
立
候
補
す
る

意
向
を
明
ら
か
に
し
た
。

猪
熊
氏
は
「
渋
川
の
人
口
減

対
策
に
は
市
町
村
の
枠
を
越
え

た
広
域
連
携
が
必
要
。
軸
足
を

渋
川
に
置
き
な
が
ら
県
全
体
の

活
性
化
に
も
取
り
組
み
た
い
」

と
話
し
た
。

猪
熊
氏
は
２
０
１
１
年
の
市

議
選
で
初
当
選
。
昨
年
９
月
の

市
長
選
に
立
候
補
し
た
が
落
選

し
た
。経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

ボ
ス
ト
ン
大
大
学
院
修
了
。
同

市
区
で
は
自
民
党
の
星
名
建
市

氏
と
無
所
属
の
金
子
渡
氏
の
現

職
２
人
が
出
馬
す
る
方
針
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
や

外
国
人
の
対
応
議
論

き

ょ

う

か

ら

尾
瀬
サ
ミ
ッ
ト

尾
瀬
保
護
財
団
（
理
事
長
・

大
沢
正
明
知
事
）
は
１
、
２
の

両
日
、
片
品
村
で
尾
瀬
国
立
公

園
の
関
係
者
が
課
題
を
話
し
合

う
尾
瀬
サ
ミ
ッ
ト
を
開
く
。
希

少
な
植
生
に
食
害
を
も
た
ら
す

ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
や
２
０
２
０

年
の
東
京
五
輪
を
見
据
え
た
外

国
人
の
入
山
者
対
応
の
在
り
方

と
い
っ
た
課
題
を
議
論
す
る
見

通
し
だ
。

初
日
は
、
入
山
ル
ー
ト
分
散

化
の
た
め
県
が
大
清
水
〜
一
ノ

瀬
間
で
運
営
し
て
い
る
ハ
イ
カ

ー
送
迎
な
ど
を
視
察
す
る
。
翌

日
に
サ
ミ
ッ
ト
で
諸
課
題
を
議

論
す
る
の
を
は
じ
め
、
「
グ
ロ

ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る
国
立
公

園
の
保
全
と
活
用
」
を
テ
ー
マ

に
基
調
講
演
を
行
う
。

東
毛
広
域
幹
線
道
路
（
東
毛

広
幹
道
）
の
最
後
の
未
開
通
区

間
「
玉
村
伊
勢
崎
バ
イ
パ
ス
」

（
玉
村
町
福
島
｜
伊
勢
崎
市
田

中
町
、
３
・
５
㌔
）
が

日
、

暫
定
２
車
線
で
開
通
し
た
。
高

崎
市
と
板
倉
町
を
結
ぶ
大
動
脈

は
１
９
６
２
年
度
の
事
業
開
始

⊂⊇
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪∧⊂∩

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

⊃
関
連
記
事

面

か
ら

年
を
経
て
全
長

・
６

㌔
が
全
線
開
通
し
た
。

全
体
の
４
割
弱
の

・
７
㌔

は
２
車
線
で
、
県
は
２
０
１
７

年
度
ま
で
に
全
線
４
車
線
化
す

る
。
沿
線
市
町
の
関
係
者
ら
約

１
５
０
人
が
出
席
し
て
伊
勢
崎

市
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
式
典
で
大
沢
正

明
知
事
は
「
さ
ら
な
る
効
果
を

発
揮
す
る
よ
う
全
線
４
車
線
化

を
進
め
る
」
と
述
べ
た
。

利
根
川
に
架
か
る
新
橋
「
伊

勢
玉
大
橋
」
（
同
市
東
上
之
宮

町
｜
玉
村
町
下
之
宮
）
東
側
で

セ
レ
モ
ニ
ー
後
に
開
通
し
た
。

東
毛
広
幹
道
は
高
崎
か
ら
板

倉
ま
で
８
市
町
を
通
り
、
関
越

道
高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
や
国
道

号
上
武
道
路
、
東
北
道
館
林

Ｉ
Ｃ
と
接
続
。
県
の
推
計
で
は

高
崎
｜
板
倉
間
は
現
在
の
国
道

３
５
４
号
と
比
べ
、
車
で

分

短
縮
さ
れ
１
１
０
分
と
な
る
。

年
か
け

・
６
㌔

玉
村
伊
勢
崎
バ
イ
パ
ス
完
成

故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治
体

に
寄
付
し
た
場
合
に
居
住
地
で

税
金
が
軽
減
さ
れ
る
「
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
」
で
、
県
は
１
日

正
午
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
を
導
入
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
専
門
の
「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
や
、
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
大
手
の
ヤ
フ
ー
が

運
営
す
る
「
公
金
支
払
い
」
の

サ
イ
ト
を
通
じ
、
５
千
円
以
上

の
寄
付
を
す
る
場
合
に
カ
ー
ド

決
済
が
可
能
と
な
る
。
手
数
料

は
掛
か
ら
な
い
。
従
来
は
金
融

機
関
で
の
振
り
込
み
や
現
金
書

留
な
ど
で
対
応
し
て
い
た
。

県
へ
の
２
０
１
３
年
度
寄
付

額
は

万
３
５
４
４
円
で
、
最

も
多
か
っ
た

年
度
の
４
割
程

度
に
と
ど
ま
る
た
め
、
利
便
性

の
向
上
で
寄
付
を
促
す
。
一
定

額
以
上
の
寄
付
者
に
は
県
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ぐ
ん

ま
ち
ゃ
ん
」
の
関
連
商
品
の
贈

呈
も
始
め
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
め
ぐ

っ
て
は
、
特
産
品
を
贈
る
な
ど

寄
付
を
呼
び
掛
け
る
自
治
体
の

動
き
が
全
国
的
に
活
発
に
な
っ

て
い
る
。
安
倍
政
権
は
地
方
の

活
性
化
策
と
し
て
、

年
度
か

ら
税
金
が
軽
減
さ
れ
る
寄
付
の

上
限
を
２
倍
に
引
き
上
げ
る
な

ど
制
度
を
拡
充
す
る
方
針
。

県
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

カ
ー
ド
決
済
可
能
に
きょうから
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施
設
以
上
⇩
27
に
激
減
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